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民
放

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
同
建
設

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
物
語

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
は
、
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
年
）
六
月
十
九
日
に
完
成
、

翌
二
十
日
に
開
業
し
た
。
と
り
あ
え
ず
地

上
八
十
五
米
の
展
望
台
に
答
を
容
れ
て
、

放
送
の
方
は
ニ
カ
月
後
の
人
月
二
十
二
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
総
合
テ
レ
ビ

（
３

ｃｈ
）
が

出
カ

ーＯ
ｋ

ｗ
の
電
波
を
発
射
し
た
。

高
さ
百
八
十
米
、
テ
レ
ビ
電
波
発
射
の

塔
と
観
光
塔
を
兼
ね
た
こ
の
塔
は
全
国
初

の
も
の
で
あ
り
、
当
時
東
洋

一
と
騒
が
れ

た
。昨

年

（平
成
十
二
年
）
十
二
月
に
出
さ

れ
た

『中
部
日
本
放
送
　
５０
年
の
歩
み
』

の
中
に

「
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
建
設
」

（
昭

和
二
十
八
年
）
と
し
て
短

い
記
述
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
　
．

〈
テ
レ
ビ
放
送
を
実
施
す
る
た
め
Ｃ
Ｂ

Ｃ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、

財
界
と
共
に
名
古
屋
市
中
区
神
楽
町
に

井

澤

　

慶

一

（
Ｃ
Ｂ
Ｃ

テ
レ
ビ
塔
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
六

月
十
五
日
テ
レ
ビ
塔
株
式
会
社
を
設
立
、

九
月
二
十
九
日
起
工
式
を
行

っ
た
。
総

工
費
二
億
四
千
万
円
、
翌
年
六
月
に
完

成
し
た
。
〉

当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
の
共
同
建
設
、
と

聞

い
て
驚
く
人
が
多
か

っ
た
。
昭
和
二
十

六
年
民
放
ラ
ジ
オ
が
放
送
を
開
始
、
折
か

ら
の
特
需
景
気
の
後
押
し
も
あ

っ
て
い
き

な
り
黒
字
と

い
う
驚
異

の
発
展
を
見
せ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
イ
ド
で
は
民
放
を
商
業
放
送
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
そ
の
対
抗
策
に
神
経
を
使

っ
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。

そ
ん
な
時
に
名
古
屋
に
於

い
て
テ
レ
ビ

塔
を
共
同
建
設
す
る
、
株
式
会
社

へ
資
本
、

役
員
を
入
れ
る
と

い
う

の
は
ど
う

い
う
こ

と
な
の
か

マ
ス
コ
ミ
の
話
題
と
な

っ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
テ
レ
ビ
塔
の
開
業
に
当

っ

ノ

て
民
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
両
方
の
代
表
格
と

い
え

る
お
二
方
の
開
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
か
ら
拾

っ
て
み
る
。

ま
ず
テ
レ
ビ
塔
株
式
会
社
初
代
社
長
の

神
野
金
之
助
さ
ん
。

〈
こ
の
地
方
に
二
つ
の
テ
レ
ビ
放
送
の

詐
可
が
出
た
こ
と
を
喜
ぶ
も

の
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
の
電
波
の
性
格
か
ら
考
え
ま
す

と

一
ヶ
所
か
ら
放
送
さ
れ
る
方
が
受
信

者
に
と

っ
て
よ
り
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
が
見
ら
れ
ま
す
し
経
費
の
点
か
ら

も
は
る
か
に
節
約
さ
れ
…

（中
略
）
…

一
方
ア
ン
テ
ナ
を
支
え
る
鉄
塔
を
利
用

し
て
色

々
な
科
学
的
施
設
を
加
え
れ
ば

お
城
を
戦
災
で
失

っ
た
名
古
屋
市
民
に

と

っ
て
新
し
い
名
所
と
な
る
と

い
う

一

石
二
鳥
の
狙

い
で
県

・
市
の
協
力
に
よ

り
名
古
屋
市
の
中
心
部
の
緑
地
帯
に
…

（後
略
▼

こ
れ
に
続
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
古
垣
鉄
郎

さ
ん
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
祝
辞
を
寄
せ
て
い

２つ
。

〈
中
京
の
空
を
摩
す
る
テ
レ
ビ
大
鉄
塔

が
着
工
以
来
九
ヶ
月
を
経
て
完
成
し
た

こ
と
は
誠
に
慶
賀

に
堪
え
ま
せ
ん
…

）
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（中
略
…
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
た
し
ま
し
て

も
建
設
の
当
初
か
ら
技
術
陣
を
あ
げ
て

ご
協
力
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た

（後

略
▼

こ
れ
ら
お
二
人
の
祝
辞
を
見
る
限
り
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
間
の
共
同
建
設
に
関
し
て

は
サ
ラ
リ
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
時
代
と

い
う

加
護
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
中
京
財
界
の
合

理
主
義
、
倹
約
精
神
が
大
き
く
作
用
し
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

誰
が
首
に
鈴
を

つ
け
た
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
昭
和
二
十
五
年
、
放
送
法
に

よ
り
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
を
解
散
、

特
殊
法
人
日
本
放
送
協
会
と
し
て
新
た
に

発
足
し
た
が
、
そ
の
定
款
で
は
民
間
企
業

へ
の
出
資
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
に
関
し
て
は
そ
の
禁
が

破
ら
れ
た
。

そ
こ
で
呆
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
首
に
誰
が
鈴

を

つ
け
た
の
か
と

い
う
疑
間
が
あ
る
。

こ
の
問
題
を
み
る
場
合
に
忘
れ
ら
れ
な

い

一
人
の
人
物
が
い
る
。
そ
の
人
こ
そ
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
首
に
鈴
を

つ
け
た
人
で
あ
ろ
う
と

理
事
長
で
あ

っ
た
。
翌
年
そ
れ
ら
が
合
併

し
て
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
と
衣
替
え

し
た
時
に
は
理
事

・
東
海
支
部
理
事
長
と

な
る
。

以
後
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
理
事
職
に
あ

り
、
テ
レ
ビ
塔
創
建
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委

員

（委
員
長
事
務
代
行
）
の
要
職
に
あ
り
、

片
や
名
古
屋
財
界
の
重
鎮
と
し
て
、
名
鉄

電
車
社
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
で
あ

っ
た
。

名
古
屋
に
テ
レ
ビ
塔
建
設
の
声
が
あ
が

っ
た
時
、
商
工
会
議
所
を
中
心
と
す
る
名

古
屋
財
界
の
意
向
は
、
そ
の
合
理
的
精
神

か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同
建
設
す
べ
き
で
あ

り
名
古
屋
城
と
並
ぶ
観
光
塔
で
あ
る
べ
し

と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

更
に
名
古
屋
の
戦
災
復
興
計
画
の
推
進

者
で
あ
る
田
淵
寿
郎
名
古
屋
市
助
役
ら
は
、

そ
の
た
め
に
は
市
の
中
心
部
の
緑
地
帝
を

提
供
し
て
も
よ
い
と
考
え

て
い
た
。
こ
の

動
き
を
察
知
賛
同
し
た
神
野
氏
は
、
自
己

の
職
務
を
通
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
古
垣
会
長
ら

最
高
首
脳
部
を
説
得
し
法

の
ウ
ラ
を
か
く

方
法
ま
で
考
え
出
し
た
。
そ
の
方
法
と
は

現
金
に
よ
る
出
資
を
回
避
し
て
現
物
出
資

と

い
う
形
式
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

）

昭
和
二
十
八
年
発
足
の
名
古
屋
テ
レ
ビ

塔
株
式
会
社
の
役
員
名
簿
に
よ
る
と
役
員

構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

代
表
取
締
役
社
長
神
野
金
之
助
、
常
務

毛
利
崇
広

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
浜
松
放
送
局
）
、
取

締
役
佐
々
部
晩
穂

（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
社
長

・
松
坂

屋
副
社
長
）
、
以
下
村
岡
嘉
六

（大
隈
鉄

工
所
会
長
）
、
佐
伯
卯
四
郎

（
日
本
陶
器

社
長
）
、
井
上
五
郎

（中
部
電
力
社
長
）
、

磯
部
鎌

一
名
古
屋
商
工
会
議
所
専
務
理

事
、
近
藤
重
幸
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
長
、

佐
藤
義
夫
Ｃ
Ｂ
Ｃ
副
社
長
ら
、
監
査
役
に

は
三
輪
常
次
郎

（興
和
化
学
社
長
）
、
伊

藤
次
郎
左
衛
門

（松
坂
屋
社
長
）
、
鈴
木

亨

一

（東
海
銀
行
頭
取
）
、
顧
問
に
桑
原

幹
根
愛
知
県
知
事
、
小
林
橋
川
名
古
屋
市

長
。名

古
屋
の
財
界

・
官
界
を
網
羅
し
た
一象

華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
完
全
融

合
版
と
も
な

っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
塔
株
式

会
社
と
し
て
は
開
業
以
来
社
長
を
Ｃ
Ｂ
Ｃ

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
者
が
交
替
で
つ
と
め
現
在

は
Ｃ
Ｂ
Ｃ
出
身
の
平
山
文

（オ
サ
ム
）
氏

が
八
代
目
社
長
を
つ
と
め
て
い
る
。

資
本
構
成
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
自
社
の
ア
ン
テ

ナ
部
分

（四
千
万
円
）
を
現
物
出
資
の
形

を
と
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
も
、
開
業
当
初
と
異
な

る
現
在
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
同
様
四
千
万
円
の
現

物
出
資
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
県
、
市
が

各
二
千
万
円
、　
一
般

（財
界
）
四
千
万
円

の
計

一
億
六
千
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

NHK会 長 (当時)
古垣鉄郎氏

オ
~だ
声初可
~~~▼
〒瑠登

放 屋 は そ る 定
送 三
｀
の
°
さ

局 大 大 人  れ
が 者円正三 は    ｀
出 市 十 前  今
来 に 四 言己  や
た 私 年 し  そ
時 企 に た  れ
の 業 東 神  が
名 と 京 野  定
古 し
｀
金  説

屋 て 大 之  と
放 の 阪 助  な
送 ラ
｀
氏  つ

局 ジ 名 で  て
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観
光
塔
と
し
て
の
テ
レ
ビ
塔

テ
レ
ビ
一早
創
期
に
は
東
京
に
三
本
の
テ

レ
ビ
塔
が
林
立
し
て
い
た
≡
最
初
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

つ
い
で
Ｎ
Ｔ
Ｖ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
そ
れ
ぞ
れ
近

く
の
丘
陵
地
に
ベ
ン
シ
ル
型
の
殊
を
建
て

テ
レ
ビ
専
用
波
を
発
射
し
て
い
た
。
大
阪

地
区
は
生
駒
山
と

い
う
最
適
地
が
あ
り
各

社
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
レ
ビ
塔
を
建
設
し
て
い

た
。
名
古
屋
で
は
初
の
テ
レ
ビ
観
光
併
用

塔
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
．
建
築
設
計
は

当
時
最
高
の
権
威
で
あ

っ
た
早
大
の
内
藤

多
仲
教
授
を
中
心
に
、
建
築
に
は
竹
中
工

務
店
他
が
当
り
九
ヶ
月
の

短
時
Ｈ
に
仕
上
げ
た
ご
全

体
の
構
想
と
し
て
パ
リ
の

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
イ
メ
ー

ジ
し
下
部
は
四
角
構
桁
角

立
型
に
な

っ
て
い
る
一〉
後

に
そ
の
地
下
を
名
古
屋
地

下
鉄
及
び
名
鉄
瀬
戸
線
が

走
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
た
の
で
特
別
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。

地
上
百
八
十
米
、
鉄
塔

部
分
百
三
十
五
米
、
ア
ン

テ
ナ
部
分
四
十
四
米
、
脚

間
二
十
五
米
、
展
望
台
は

地

上

八
十

五
米

（
七
十

坪
）
、
二
百
人
が
収
容
で

き
る
。

な
お
枚
送
と

い
う
特
殊
目
的
か
ら
耐
震
、

耐
風
に
は
特
に
留
意
さ
れ
、
震
度

７
、
風

速

６０
米
に
堪
え
る
設
計
で
、
昭
和
三
十
四

年
に
東
海
地
方
を
襲

っ
た
伊
勢
湾
台
瓜
の

秒
速

５０
米
の
強
風
に
ビ
ク
と
も
し
な
か

っ

た
．戦

災
復
典
担
当
の
市
の
問
淵
助
役
は
、

市
の
中
心
部
の
禄
地
帯
を
提
供
で
き
た
と

い
う
満
足
感
か
ら
、
建
設
途
中
の
段
階
で

も
工
事
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
満
足

そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。

と
こ
ろ
が
こ
の
若
は
法
律
上
何
な
の
か

と

い
う
問
題
が
出
て
き
た
。
通
常
の
建
造

物
で
あ
れ
ば
緑
地
帝
の
条
令
に
反
し
不
法

建
築
と
な
る
。
そ
こ
で
色
々
考
え
ら
れ
た

末
こ
れ
は
工
作
物

つ
ま
り
電
柱
と
同
じ
も

の
と
し
て
許
可
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

現
れ
こ
の
殊
か
ら
の
テ
レ
ビ
電
波
の
発

射
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

‐ＩＩ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
結
合
３

ｃｈ

（昭
２９

「
８

２２
）

を

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
５

ｃｈ

（昭
３‐

．
１２
・
１
）

こ
東
海
テ
レ
ビ

ー

ｃｈ

（昭

３３

・
‐２

・
挫

Ｃ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

９

ｃｈ

（昭
３６

・
９

ｏ
と

３
名
古
屋
テ
レ
ビ
ーー

ｃｈ

（昭
３７

・
４
・
と

な
お
こ
れ
以
後
誕
生
し
た
中
京
テ
レ
ビ

（
３５

ｃｈ
）
と
テ
レ
ビ
愛
知

⌒
２５

ｃｈ
）
は
収

開業当時 (昭和29年)の名古屋テレビ塔
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容
の
余
地
も
な
く
、
か

つ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
で
あ
る

た
め
に
東
山
に
新
テ
レ
ビ
専
用
塔
を
建
設

し
た
。

全
国
の
ト

ッ
プ
を
切

っ
て
名
古
屋
テ
レ

ビ
塔
は
観
光
塔
と
も
な

っ
た
が
、
八
十
五

米
の
展
望
台
に
上
ろ
う
と
す
る
観
光
客
は

全
国
か
ら
大
ぜ
い
か
け

つ
け
た
。

そ
の
頃
か
ら
テ
レ
ビ
塔
に
勤
務
し
て
い

る
酒
井
正
司
さ
ん
に
よ
れ
ば
、　
一
時
間
待

ち
の
切
符
売
場
、
よ
う
や
く
三
階
ま
で
た

ど
り
つ
い
た
ら
今
度
は
展
望
台
行
に
乗
り

換
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
警
備
や
ら
誘
導

す
る
度
に
お
客
さ
ん
に
叱
ら
れ
通
し
だ

っ

た
と
い
う
。

私
も
こ
れ
に
似
た
経
験
を
パ
リ
の
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
で
経
験
し
た
。
切
行
を
買
う
の

に
や
は
り

一
時
間
、
三
階
ま
で
上

っ
て
さ

ら
に
上
に
行
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待

つ
の

に
そ
れ
以
上
か
か
る
と
聞
い
て
私
は
断
念

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
私
の
周
囲
か

ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
は
聞
こ
え
て
こ
ず
、
聞

く
の
は
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

そ
れ
に
私
に
は
見
当
も
付
か
な
い
外
国
語

ば
か
り
、
全
世
界
か
ら
お
客
が
集

っ
て
く

る
の
だ
な
と
い
う
感
想
を
持

っ
た
。

記
録
に
よ
る
と
、
開
業
十
力
月
日
に
百

万
人
突
破
、
十
年
後
の
昭
和
三
十
九
年
に

は

一
千
万
人
、
昭
和
五
十
三
年
に
二
千
万

人
、
平
成
十
年
七
月
十
八
日
に
は
つ
い
に

三
千
万
人
を
突
破
し
た
。

だ
が
最
近
に
な

っ
て
市
内
に
こ
れ
を
上

）

回
る
高
層
展
望
台
が
で
き
た
た
め
漸
次
入

場
者
は
減
少
す
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
塔
側
と
し
て
は
、
初
日
の
出
な
ど

イ
ベ
ン
ト
及
び
土
産
物
店
の
充
実
、
食
堂

の
団
体
容
受
入
れ
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な
ど

各
種
対
策
を
練

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

キ
ギ

て
今
後
の
展
望
は
？

一
昨
年

１２
月
か
ら
始
ま

っ
た
テ
レ
ビ
の
デ

ジ
タ
ル
革
命
は
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
範
囲

を
一広
め
て
ゆ
く
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

っ
て

チ
ヤ
ン
ネ
ル
が
ふ
え
、
高
画
質
、
高
音
質

さ
ら
に
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
、

つ
ま
り
、

一
方
通
行
の
従
来
の
放
送
形
態
は
双
方
向

の
も
の
に
切
り
替
わ

っ
て
ゆ
く
。
デ
ー
タ

通
信
は
じ
め
各
種

の
サ
ー
ビ
ス
も
加
わ
り
、

一
方
、
受
像
機
の
大
型
化
、
波
晶
や
プ
ラ

ズ

マ
方
式
に
よ
る
画
面
の
平
面
化
、
あ
る

い
は
双
方
向
化

に
よ
る
ク
イ
ズ

や
テ
レ
ビ
シ
ョ

ツ
ピ

ン
グ
プ

ロ

グ
ラ
ム
、
又
デ

ー
タ
放
送

の
充

実
等

々
で
発
信

側
も
受
信
側
も

大
革
新

の
時
代

と
な
る
。

東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
地
区
で

）

は
二
〇
〇
〓
年
に
地
上
波
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ

（当
面
、
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
波
と
並

行
）
、

つ
い
で
二
〇
〇
六
年
に
は
全
国
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
。

永ヽ
年
親
し
ま
れ
て

き
た
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
二
〇

一
一
年
に
打

切
り
と
な
る
予
定
だ
が
、
事
態
は
ま
だ
流

動
的
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
当
然
今
と
は
違

っ

た
電
波
塔
が
必
要
と
な
る
が
名
古
屋
の
場

合
、
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
に
は
こ
れ
を
．装
置

で
き
る
余
地
は
無
い
の
で
、
日
下
Ｎ
．Ｈ
Ｋ

を
含
む
五
社
が
新
電
波
塔
建
設
に
躍
起
と

な

っ
て
い
る
。
五
社
が
注
目
し
て
い
た
の

は
中
京
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
愛
知
が
現
用
し

て
い
る
電
波
塔
に
近
い
同
じ
東
山
公
園
地

区
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
環
境
問
題
が
う
る

さ
く
、
地
元
住
民
の
反
対
も
あ

っ
て
各
種

調
査
を
実
施
。
こ
の
春
に
テ
レ
ビ
局
が
委

嘱
し
た
調
査
グ
ル
ー
プ
は
中
間
報
告
と
し

名古屋市

放
送
タ
ワ
ー
建
設
「認
め
ず
」

事
業
者
側
に
正
式
通
知

Ｎ
比
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
と

名
古
麟
の
員
放
５
社
が
建
設

を
計
画
し
て
い
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
放

逃
タ

ワ
ー
に

つ
い

て
、
名
苫
座
市
は
郷
日
、
放

送
車
業
者
側
か
ら
土
地
使
用

の
要
翠
が
あ

っ
た
東
山
公
園

地

区
の
市
有
地

へ
の
建
設

府
し
た
鈴
木
勝
久
助
役
は
、

法
規
制
の
ほ
か
に
約
２
万
人

の
反
対
解
名
が
あ
る
な
ど
位

員
の
洲
慨
が
得
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
説
明
し
、
東
山
の

自
然
擁
瞬
へ
の
影
響
も
総
合

判
断
し
て
、
　
有
事
実
上
困
難

と
の
結
論
に
至
っ
た
」
と
し

た
。国

の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
を

念
蝦
に
新
た
な
候
補
地
探
し

が
油
ら
れ
る
車
業
者
側
は
、

す
で
に
タ
ワ
ー
誘
数
の
意
向

を
伝
え
て
い
る
愛
知
県
瀬
戸

市

へ
の
建
設
を
合
め
、
検
討

を
惣
ぐ
。
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て
、
自
然
環
境
を
守
る
会
等
が
反
対
し
て

い
る
点
に
つ
い
て
、
反

っ
て
現
在
の
荒
地

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
、
電
磁
波
の
悪
影
響

も
殆
ん
ど
影
響
無
し
と
発
表
し
た
。
し
か

し
五
月
に
な

っ
て
、
名
古
屋
市
は
テ
レ
ビ

局
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
東
山
地
区
建
設

願

い
を
拒
否
し
た
。
公
園
地
内
に
こ
の
種

の
建
設
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
法
の
問

題
と
、
近
傍
地
区
住
民
か
ら
提
出
さ
れ

一

万
人
以
上
の
反
対
署
名
を
附
し
た
建
設
反

対
請
願
を
採
択
し
た
の
が
そ
の
理
由
で
あ

る
。
こ
の
た
め
新
テ
レ
ビ
塔
建
設
に
望
み

を
か
け
て
い
た
テ
レ
ビ
五
社
は
急
返
次
の

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。

名
古
屋
以
外
の
東
京
地
区
で
は
都
内
に

二
～
三
カ
所
の
民
間
に
よ
る
建
設
提
案
が

あ
り
実
現
可
能
の
線
が
見
え

て
き
た
そ
う

で
あ
る
。
大
阪
地
区
に
於

い
て
は
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
開
始
時
と
同
様
生
駒
山
上
に
新

塔
を
建
て
る
た
め
の
問
題
は
無

い
よ
う
で

あ
る
。

で
は
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
は
今
後
ど
う
な

る
の
か
。
平
出
社
長
及
び
テ
レ
ビ
塔
開
業

以
来

一
貫
し
て
勤
務
し
、
現
在
常
務
取
締

ソ

役
、
　
″
テ
レ
ビ
塔
の
主
〃

と
い
わ
れ
る
中
村
信
行
さ

ん
に
ズ
バ
リ
聞
い
て
み
た
。

お
二
方
は

「
さ
あ
―
、
ど

う
な
り
ま
す
か
」
と
苦
笑

い
。
当
面
状
勢
待
ち
と
い

っ
た
と
こ
ろ
ら
し
い
。
た

だ
市
の
方
と
し
て
は
観
光

塔
と
し
て
も

っ
と
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
し
、
地
域
商
店
会

関
係
者
も
集
客
源
の

一
つ

と
し
て
再
生
策
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
用

中
の
ア
ン
テ
ナ
部
分
は
東

京
タ
ワ
ー
と
同
様
デ
ジ
タ

ル
電
波
塔
の
予
備
ア
ン
テ

ナ
に
し
た
ら
ど
う
か
と

い

う
考
え
も
あ
り
今
の
と
こ

ろ
模
様
眺
め
と

い
う

の
が
正
直
な
と

こ
ろ

で
あ

る
。
流
行

の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば

テ

レ
ビ
塔
老
化

の
介
護
策
如
何
と

い

っ
た
と

こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

井
澤
慶

一
氏
略
歴

中
部
日
本
新
聞
社
、
中
部
経
済
新
聞
社

を
経
て
、
昭
和
２６
年
、
中
部
日
本
放
送
へ
。

制
作
局
長
、
報
道
局
長
、
常
務
取
締
役
、

Ｃ
Ｂ
Ｃ
映
画
社
社
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成

元
年
退
任
。
名
古
屋
演
劇
ペ
ン
ク
ラ
ブ
顧

問
。

エ
ッ
セ
イ

ス
ト
。

ジ

現在のテレビ塔


